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While many people procrastinate， the subsequent feelings experienced can vary considerably; 
some experience negative feelings while others have positive feelings. In order to explore the factors 
underlying the negative feelings associated with procrastination， this study examines the relationship 
between such feelings and personality. Japanese university students were administered with a 
questionnaire， including a number of subscales (self-preoccupation， external-preoccupation， optimism， 
peSS1l11lSm， and their own procrastination behavior). The results indicate no significant effects of 
personality on such negative feelings， and that poor performance on a task due to procrastination 
increases negative feelings. Moreover， external-preoccupation increases positive feelings that occur 
after procrastination. These findings imply that many Japanese students want to know ways of reducing 
the negative influences of procrastination and promoting its positive influences. 







る。またー本研究の一部は. The 31st International 






が多い (Balkis，Duru， & Bulus， 2013;林， 2007)。
このような先延ばしについては，その行為者が自身
の先延ばし傾向を改善したいと考えていることが報
告されており (Solomon& Rothblum， 1984)，その




とで、課題遂行の効率が上がる (Chu& Choi， 2005; 
Schraw， Wadkins， & Olafson， 2007) といった，先延
ばしによるポジテイブな影響を示す却f究もある。こ













が存在することを明らかにした O 第 1に，先延ばし




























も報告されている (Grunschel，Patrzek， & Fries， 
2013)。このことを踏まえると守本JI)においても，
3 )小浜 (2010b) は.先延ばし行為者が !~l 党する内容に
は認知1，感情へ分類されないものが存在すると奴定し
た。本問先はそれに従い。 先延ばしの刊仮又定で







散見されるが(小浜， 2007， 2010a， 2010b:林。
2009)，ネガティブな影響を被る学生がどの程疫の
割合でいるのかを示すデータは卜分とはいえない
(例外として小?J~ ， 2007)。そこで， I~I 身の先延ばし
により，特にネガテイブな影響を被る大学生がととの













が多くみられる(林. 2007， 2009: I向後・ 1:1井・野
















































(Scheier & Carver， 1985;外11，2013)"と定義され，
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として， 百本語 j坂STATE-TRAITANXIETY 
INVENTORY (STAI)より.A-'lhit尺度をmいた (U
-f. STAI-T) 0 Iヨ本語版 STAIは， Spielberger， 

















6 )松浦ら (2011)は， STAl-TおよびSDSは不安{出向お
よびtflうつ傾向の弁5jlが不十分で、あることを指摘して
いる。しかし本研究では，先行研究との関連を踏まえ
(林. 2007; U-I下-福井令 2011)ー 間尺j支を採用した。
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Table 1 
先延ばしに関する主観的報告の記述統計量および相関係数
M (SD) 得点範Il 最小値最大値 w 歪j支 プノJCこ、13者ぇ三 Spearman'sρ 
iv) 
i)頻度 4.37 (0.95) 1 ~ 5 l.00 
i)課題への影響 3.84 (l.13) 1 ~ 5 l.00 
ii)心的影響 3.94 (0.98) 1 ~ 5 l.00 








































5.00 .67 l.74 2.52 .24本* .20ホ* .l3t 
5.00 .81 -.79 一.50 .49* * .40本*
5.00 .78 1.06 .62 .39* * 













=67，戸く.01，n=209;課題への影響 :w= 81， 戸





された (JI演に γ=.24， .20. いずれも戸く.01)。また，
先延ぱしの頻度と，改善の意思の出]に有意傾向の正
















28 筑波大学心理学研究 第 53号
Table 2 
各尺度の記述統計量，信頼性係数，相関係数
M (SD) 得点範囲最小値最大値 α 2 ) 3 ) 4 ) 5) 6 ) 7 ) 8 ) 
1 )特性不安 2.72 (0.46) 1~4 1.35 3.80 .74 .67* * .58* * .09 一.51* * .61 * * .25キ*一.23** 
2 )抑うつ 2.40 (0.36) 1~4 1.20 3.75 
3 )自己没入 3.34 (0.83) 1~5 1.36 5.00 
4 )外的没入 3.39 (0.61) 1 ~ 5 1.25 4.88 
5 )楽観性 3.21 (0.72) 1 ~ 5 1.00 5.00 
6) 悲n刻、~t 2.86 (0.84) 1~5 1.00 5.00 
7) 1安部 自己嫌悪 3.59 (0.87) 1~5 1.00 5.00 




















モデルが有意となり (R2= .08， F(2， 208) = 9.24. 
戸く.01)，1JI1うつが有意な正の関係を示した
(B = .45. SEニ .21. s = .19. Pく.05)。ただし，第
2ステップで決定係数の増分が有意とならなかっ
た。気分の切り替えについては，第 1ステップで回
帰モデルが有意となり (R2= .06， F(2， 208) = 6.31. 
戸く.01)，特性不安が有意な負の関係を示した
(B=ー.34， SE=.17. s=一.18.戸く.05)。 第 2ス
テップで，決定係数の増分が有意傾向となり
(6.R2 = .04. F(6， 208) = 3.60. Pく10).特性不安と













.37キ*一.05 .59本* .63** .27キ*-.20* * 
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